






















































































































































































































































































文化について研究している大学生（学部 3 年生）1 名と、
高校生（全て 1 年生）8 名が全てオンラインで行った探
究学習の実践事例 3 では、振り返りシートを全てペー
パーレス化した。
ここでの探究の課題は、日本の伝統文化をどのように
して残していくのかを考えることであった。そこでは、
Google Driveのドキュメントやスプレットシート、スラ
イドなどを活用し、探究のテーマや調べた事項に応じて
振り返りシートのフォーマットを変えて提出してもらう
ことにした。高校生の場合は、ほとんどの生徒がスマホ
またはパソコンやタブレットを所持しているため、オ
ンラン（ZOOM）で調べ学習の成果を確認し合ったり、
ファシリテーターである大学生の指示にしたがってディ
スカッションをしたりしながら、伝統文化の継承につい
て探究を行った。
高校生が作成した振り返りシートをみてみると、同じ
テーマで探究をはじめたものの、個人の興味や関心に
よって全く違うアプローチの仕方をしていることが明ら
かになった。実際、ファシリテーターをつとめた大学生
からは、ディスカッションで話している内容と振り返り
シートで記述している内容とが異なる人がいたことなど
から、探究を振り返って自身の考えが変容した形跡も見
られることが指摘されていた。
また、大学生へのヒアリングからは、「伝統文化を継
承することばかりに重点を置いて研究してきたが、高校
生の考えや意見を聞いているうちに、何を残すべきかど
うかの選択基準についての検討や議論も、今後必要にな
るのではないかということに気付かされた」と語ってい
た。発達段階に応じて人前で話すことと、自分自身を振
り返りながら書くことには違いがあることにも注目して
いくことが、探究学習を進める上では重要な要素になる
と考えられる。
8.
高等教育におけるSLの今後の展望
このようにみてくると、日本の大学においてSLを推進
していくには膨大なコストがかかることが予想されるも
のの、地域の課題解決に向けて主体的に動き出そうとす
る意欲を喚起する上で、大学生にとっては有効な学習カ
リキュラムになり得る。また、それは学生のみならず、
小・中学生や高校生の学びにも大きな影響を与えること
が予想される。探究学習を通じて学校・家庭・地域が共に
連携し、異年齢協働学習だからこそ生まれてくる新しい
発想やアイディアなどは、コスト以上のものを生み出す
可能性が高い。その意味でも、高等教育におけるSLの課
題を十分に理解した上で、対応策を検討しながら積極的
に導入に踏み切っていってもよいのではないかと考える。
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